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　〔あらまし〕2000年度からの新学習指導要領移行措置を目前に控え、各学校では総合的学習カリ
キュラムの開発、検討が急ピッチで進められている。本研究では、ある小学校におけるカリキュラム
開発・実践の過程を追跡し、このなかで繰り返される教師の気づきや工夫の変遷から、「学習環境」
が果たす役割や効果的な活用のための概念を明らかにする。
　〔キーワード〕　総合的学習、学習環境、教育方法、授業スキル、カリキュラム
１.背景：総合的な学習と教科学習の違い
　総合的な学習に取り組む際、教師が必ず突き
当たる疑問がある。
　「これで学習の保障ができているのだろうか」
　従来の教科学習においては、獲得すべき知識
や技能、解決すべき課題（目標）が教科毎に整
理され、そこへいたる方法も、長年にわたる開
発により様々な形で示されてきた。教師は学習
の目標を比較的に細かく設定することができ、
その目標への到達度を見ながらその授業、ある
いは学習者の評価を客観的に行ったり、あるい
は指導方法の工夫や、おおよその時間配分と
いったこともできるのである。教科学習は先の
見通しのよい学習ということができる。
　これに対し、総合的な学習を通して育てられ
る力は、具体的な状況・対象と密接に関わった、
切り分けの難しい総体的・総合的な力である。
全体的な学習の流れは一つの目標に向かって進
んでいるように見えても、その中で起こる学び
は実に多元・多重である。従来の教科学習の中
でも同様の状況が生じ得るが、一元的・客観的
な学習の目標の前にあって、それらはあくまで
「周辺的」であり、リニアに収束されたときに
は、「個人差」として捉えられる。充分な支援と
時間が与えられるとしてもそれはめざす目標へ
の軌道修正のために費やされるだろう。総合的
な学習では、その流れの中で様々な学習課題が
内在する。それらを学習の中での比重を見極め
ながら相対化し、それぞれの集団あるいは個人
に対して学習支援を行っていくことが求められ
るのである。
２.学習環境を利用した学習のコーディネート
　教師が流れの随所に埋め込まれた「学び」の
契機をとらえ、その中でも特に大切にしたい契
機を抽出し、ぶつかるようにコーディネートし
ていくことができれば、総合的な学習をより効
果的に進めていくための一つの手段となるので
はないだろうか。
　黒上晴夫*1・加藤*2は小松市西尾小学校と総
合的な学習のカリキュラム開発を進めていく中
で、教師が意識 /無意識に行う学習環境への働き
かけが学習の流れを教師のねらいに引き寄せる
力があることに着目し、これを教師が戦術的に
用いることで、より効果的な学習が期待できる
と考えた。単元計画段階から実践段階にいたる
過程のなかで学習環境設計に留意した授業設計を
どう行っていけばよいのか、その概念及び手法の
開発を小松市西尾小学校と共に行ってきた。
３.研究の方法
　本研究では、主に西尾小学校におけるこの３年
間のカリキュラム開発、及び実践の変遷を追跡し
た結果から、教師の学習指導に関する意識がどの
ように変化し、そこに学習環境設計の視点がいか
にして見いだされ、根付いていったかを検証する。
また、本年度よりカリキュラムの開発に入った小
松市犬丸小学校における学習環境設計の手法と対
比し、学校・学級規模、あるいは地域特性等の違
いによる異同を類推する。これは具体的な実践事
例を元にしたケーススタディーである。
４.事例に見られる学習環境構成
　平成10年度、西尾小学校ではそれぞれ「川で遊
ぼう・いかだ編（１・２年）」「遊具を作ろう
（３・４年）」「大豆製品を作ろう・納豆（５・６
年）」という単元が実施された。
　「遊具を作ろう」（３・４年）では、教師は児童
の「遊具を作りたい」という前年度からの願いを
受ける形で単元のストーリーを描き始めた。教師
は、児童の実態をふまえ、「話し合い、実行する
力」を育てていきたいと考えており、学習のス
トーリーの中で話し合いが起こりそうな場面を想
定・整理しながら、深め、活発にするための「仕
掛け」を用意していった。たとえば、自分の意見
と他者の意見を明確に理解・追求し、それらを集
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図１　単元計画『遊具を作ろう（３・４年生）』（平成１０年度西尾小学校学校研究より抜粋）
約してより良い考えに練り上げていく、という
話し合いの力の育成をねらって、教師は教室の
周囲に一人一枚の大きな模造紙を用意し、ここ
に各個人が調べて来た内容や自分自身の意見・
プランを記入させた。更に他者の意見・プラン
を十分に検討できるようにしむけるために大量
の付箋紙を用意し、これにそのプランの良い点
を記入し、貼付するようにしむけた。学習の流
れそのものは時には錯綜し混沌とした状況で進
みながら、様々な契機に仕掛けを設けて話し合
いの力を重視した結果、学習者は自ら意見を集
約させ次の実行段階へと進んでいくことができ
たのである。
５．まとめ
　実際の実践の中では、様々な意図や学習環境
が複雑に絡まり合うために一つ一つの学習環境
の配置の効果を見極めることは難しい。が、教
師が授業設計・実践の中で学習環境に留意する
ことが、一定の過程・回答を持たない総合的な
学習における、教師による学習支援の手段とな
ることが明らかになりつつある。
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